
モーターの図 添付モジュラーケーブル
１ Φ１ .......... 青
２ Φ２ ......... 黒
３ Φ３ ......... 赤
４ Φ４ ......... 緑
５ 電源 ......... 黄
６ 電源 ......... 白

ＵＳＢフォーカーサー ＲｏｂｏＦｏｃｕｓコマンド

外観図

ＩＮボタン

電源 12V（センター+）

モーター出力 USB1.1

パソコンへの接続はＵＳＢケーブルを
ご使用ください。
ＲｏｂｏＦｏｃｕｓコマンドで
FocusMAXで動作確認しています。

モーター接続ケーブル（添付モジュラーケーブル）

ＯＵＴボタン



各種設定

設定：初期化

すべてのデータを初期化（工場出荷値）します。

スイッチ①と②を押しながら電源ONする。

設定が終わりましたら電源を一度切ってください

①

②

設定：モーターの回転の反転

モーターの回転を反転させます。（スッテップ数は逆転しません）

モーターの取り付け位置によって回転が異なる場合に設定します。

スイッチ①を押しながら電源ONする。

設定が終わりましたら電源を一度切ってください

回転方向を元に戻したい場合は、上の操作を繰り返します

設定：増速、標準速のスイッチの入れ替え

増速、標準速を設定します。（ステップ角が変わります）

スイッチ②を押しながら電源ONする。

設定が終わりましたら電源を一度切ってください

回転方向を元に戻したい場合は、上の操作を繰り返します



設定：最大繰り出し量設定

ドロチューブの繰り出しを設定します。

必ずドロチューブが一番縮まったところを「０」にして設定します。

ＯＵＴボタンをおして フォーカスをＯＵＴ側に動作させてこれ以上繰り出したくない位置にします。

IN,OUTボタンを押すとPositionが

変化します。

黒文字は絶対値

赤文字は移動量です。

Ａ/Ｒボタンを押して表示を

変えてください。

ＣＯＮＦＩＧボタンを押して下の画面を出します。

フォーカスのＯＵＴ側のポジションの数字をオレンジ○印に設定します。

緑色の○印のボタンを押して設定します



ＦｏｃｕｓＭａｘでの設定

バックラッシュの設定

ドロチューブやモーターギアの遊びでモーターを逆転したときに

ドロチューブが動作しない時間があります。

動作しない時間のステップ数をメモをして

赤○印の項目に入力します。

バックラッシュの設定はSystemタブにあります。

①

②

③

Ｖカーブの設定

フォーカスの位置を予測するための予測グラフを設定します。

①を押しＶカーブ項目を表示します。②の項目を設定します。③で実行します

フォーカスＩＮ側
フォーカスを始めたいところ

フォーカスＯＵＴ側
フォーカスを終了したいところ

計測する数
通常は20～30

注意：
フォーカス位置は必ず
ＩＮとＯＵＴの間にあること

ＲＵＮをするとＩｎｔｉａｌの数で（上図では20）で一時停止（ＳＴＯＰ）しますので

フォーカーサのＯＵＴボタンを押します。

Ｖカーブを作り終了します。（20～３0分くらいかかります）



ＲＯＢＯＦＯＣＵＳコマンドについて以下の項目は設定できません。

バックラッシュはＦｏｃｕｓＭａｘで設定します。

モーター設定はマイクロステップは使えませんので

標準速/２倍速で対応します。

オートフォーカスの実行

①のボタンをおして実行させてください

フォーカスが上手く取れない場合は露出等を変えてみてください。

①



モーターフォーカス USBドライバー for WindowsXP,2000 Professonal＆Me,98
ドライバのインストール方法

ＦＴＤＩ社のホームページからＦＴ２３２ＢＭ用ＶＣＰドライバをダウンロードし、インストールしてください。
１．ＦＴＤＩ社のホームページのＶＣＰドライバのページをアクセスします。

http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm
２．使用するＯＳに応じたＦＴ２３２ＢＭ用ＶＣＰドライバをダウンロードします。

ドライバのインストール方法
ガイド基板を接続しますとプラグインプレイでドライバを聞いてきますので
ダウンロードし解凍したファイルを選択してください。
詳しいインストール方法は以下のとおりです。
１．ＦＴＤＩ社のホームページのインストールガイドのページをアクセスします。
２．使用するＯＳに応じたインストールガイドをダウンロードします。
このインストールガイドに従って、ドライバのインストールを行ってください。
下記のように、コントロールパネル→システム→デバイスマネージャで、USB Serial Port(COM*)が表示されているか確認してください


